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  1945年～1954年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                1ドル＝（9.      円）固定。 

 

                                （10.      ）中心の税制改革。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1955年～1973年 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 石油関連製品の 

                 価格が４倍に！ 

 

 

 

 

                             ：不況下で物価上昇が起こる現象のこと。 

 プリントNo.３へ  

戦後復興期 

高度経済成長期 

（1.      ） 

による占領統治 

経済民主化政策 
（2.        ）→ 企業間の競争 

（3.        ）→ 自作農育成 

（4.        ）→ 労働運動の公認 

経済復興政策Ⅰ ①アメリカによる資金援助 

 ガリオア基金（5.          ） 

 エロア基金 （6.          ） 

②傾斜生産方式の採用 

 （7.    ，    ，    ）等  

  に生産力を集中させた。生産に必要な  

  資金準備のため，復興金融金庫を設立。 

③（8.          ）の発生 

経済復興政策Ⅱ 経済安定化９原則 

ドッジ・ライン 

シャウプ勧告 

1950 年 

朝鮮戦争 

①54 年～ 神武景気 

②58 年～ 岩戸景気 

③62 年～ オリンピック景気 

④65 年～ いざなぎ景気 

（12.    ）主導 

（13.    ）主導 

1973 年 

石油危機 

1951 年日本主権回復（サンフランシスコ平和条約） 

（11.     ）の発生 

 アメリカからの物資援助要求 

 → 日本企業の生産の活発化 

※成長の「影」 

           

           

           

           

（14.        ）で大混乱 

（15.           ）の発生 
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一人暮らしの必需品 

１．        

２．        

３．        

４．        

５．        

６．        

＊1964年東京オリンピック前後の日本の経済について考えよう。 

Ｑ１．東京オリンピック○前，家庭で必要とされたものは？ 

  最も早く売れた商品は，（      ）である。 

  主な理由は，主婦にとって， 

  （                    ）である。 

  その結果，主婦に（     ）ができた。 

  そのため，次に売れた商品は（      ）である。 

  主な理由は， 

  1958 年には東京の象徴である（      ）が完成， 

  1959 年に皇太子御成婚パレードが行われたことである。 

    （現在の天皇陛下） 

  続いて売れたのが，（      ）である。 

  主な理由は，食生活の変化による保存の必要からである。 

  こうして， 

  1964 年までに多くの家庭が便利な生活を手に入れた。 

「        」 

①          

②          

③          

「         」 

④          

⑤          

⑥          

Ｑ３．このような成長をもたらした要因は何か？               参照：教科書 p.147 

  家計  

 

 

 

 

  企業  

 

 

 

 

  政府  

 

 

 

 

Ｑ２．東京オリンピック○後の生活は？ 

所得が上昇し，より豊かさを求めた。 

そのため， 

家庭でのより快適な生活を求めて， 

（      ）を購入したり， 

より良い情報を求めて，90％の家庭が 

（      ）を購入した。 

また， 

オリンピックにより交通網も整備され

たことで，外での余暇を楽しむため， 

（      ）を購入した。 

国民の多くは貧富の格差意識が低下し

（      ）をもつようになる。 

68 年に世界第 2位の経済大国となる。 

お金を（3.    ） 

する日本人の傾向 

銀行は（4.    ） 

ベビーブームによる 

（1.      ） 

地方から都市へ 

（2.      ） 

企業はその資金で 

（5.      ） 

利潤拡大のため 

（6.      ） 

○軽工業よりも 

○重工業を重視 

池田勇人内閣の 

（7.         ） 

さまざまな分野の 

企業が活発化 
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                                                                日本企業は，海外に移転！ 

 

 

 

 

 

  1985年～1991年 

 

 

 

 

      1991年～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

安定成長期 

バブル経済期 

平成 ～ 現在 

日本の企業努力 

減量経営 

産業構造の転換 

（4.     ）伸長 

1985 年 

プラザ合意 

（5.        ） 

②（1.         ）対策 

  ↓ 【図１】から… 

石油の利用をできるだけ控え， 

代替エネルギーが増加した。  

①人員整理（リストラ） 

（3.       ）の産業へ 

 ：省エネルギーで生産する産業。 

 ex）加工・組立型の産業 

   （ﾏｲｸﾛ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽや自動車） 

従来は（2.       ）の産業 

 ：石油などの資源・資本を大量に

消費して生産する産業のこと。 

 ex）重化学工業（金属・化学） 

（6.       ）に誘導する合意 

（日本の商品を（7.    ）する） 

↓ 

日本の「輸出」は（8.     ） 

（9.        ） 

①日本的雇用慣行の転換 

（10.        ）    → 正社員を減らす必要 

：定年まで雇用するしくみ     ＝（12.      ）の増加 

（11.        ）    →賃金体系の見直しの必要 

：勤続年数で賃金が上がるしくみ  ＝（13.      ）の増加 

14. 

②（15.        ） 

・社会保障制度の問題  ・労働問題 

・環境保全の問題    ・中小企業の問題 

・消費者問題      ・農農業問題 

③その他 
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  ▼【図１】日本の一次エネルギー供給構造の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ▼【図表２】日本の産業構造の変化（経済活動別国内総生産の対ＧＤＰ比率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊日本の経済について，図表から読み取ってみよう。 

＊【図１】から読み取れることは何か？ 

日本において供給される一次エネルギーは，

1970 年頃まで

（                  ）， 

それ以後は， 

（                  ）。 

＊【図表２】から読み取れることは何か？ 

① 1955～70 年までは，                             

                                         

② 1970 年以降は，                               

                                         

③日本の産業構造は，                               

                                         

                                         

第１次産業 

第２次産業 

第３次産業 

【今日の感想】 

                                               

                                               

今日の授業への関心 …（ 関心がわいた ・ 普通 ・関心がわかなかった） 

今日の授業の理解度 …（ 理解できた  ・ 普通 ・ 理解できなかった） 

その他（                                         ） 


